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第１部

こむこむ館について
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平成１７年７月２３日に開館

○鉄骨鉄筋コンクリート造一部
鉄骨造
○敷地面積 … ５，０００㎡
○建築面積 … ３，３３２㎡
○延床面積 … ９，８８６㎡

施設概要01
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平成２年 ・NHKより共同開発の申し入れ

平成５年 ・子どもの夢を育む施設懇談会(懇談会3回、視察２回）

平成６年 ・国鉄清算事業団より用地購入

平成８年 ・子どもの夢を育む施設等アンケート

（小学5～6年生、中学1～3年生 約1,000人）

平成９年 ・「子どもの夢を育む施設等研究会」設置

平成11年 ・小・中学生聞き取り調査（小学校・中学校各5校）

平成12年 ・（仮称）子どもの夢を育む施設整備懇談会（3回）

経過経過02
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平成13年 ・ＮＨＫと施設整備に係る基本協定締結

平成14年 ・公募型プロポーザルで設計者を決定

・施設建設基本設計に係る市民ワークショップ（4回）

・子どもの夢を育む施設アンケート調査

・子どもの夢を育む施設運営に係る

市民ワークショップ （26回）

平成15年 ・建設工事着工

平成17年 ・開館（7月23日）

経過経過02
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「子どもの夢」を基本テーマとした
市民参加によるワークショップ型のプログラム展開による

多様な世代のコミュニケーション拠点

施設の基本目標（コンセプト）

「子どもの夢」を基本テーマに、子どもからお年寄りまでの
多世代が交流する施設

市民に育てられる、市民が主役の施設

児童文化センターの一部を取り込んだ多機能・高機能の
教育文化複合施設

施設の基本目標（コンセプト）03
- 5 -



施設活動の目標

子どもの夢を育む
⚫学校や家庭ではできない 子どもの可能性を引き出す

⚫子どもの夢を育む活動に参加することで、大人同士の間に

も新たな活力とコミュニケーションを生む

中心市街地の活性化
⚫多様な人々が集まることにより、まちづくりの核を形成す

る

施設活動の目標04
- 6 -



こむこむ館のワークショップなどの活動『シン・ワ・チ』の３つの視点で企画し運営されています。
この３つの視点は、子どもたちが夢を見つけて、育て、かなえるために必要な根本的な要素であると考えます。

施設活動の視点05
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ワークショップ・イベント

ワークショップ こむこむまつり 企画展

ワークショップ・イベント06
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ワークショップ・イベント06
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こむこむドリームサポーター

こむこむドリームサポーターとは

こむこむには、館内で様々な活動を行って

いる「ドリームサポーター」という市民
ボランティア組織があります。

この「ドリームサポーター」は、こむこ
むの開館以前から、より良い施設のあり方に
ついて研修を重ねてきており、昨年設立

２０周年を迎えました。

「ドリームサポーター」は、子どもた
ちが自らの夢を実現するための力をつけるこ
とをサポートするために、館内の見守りや
イベントの企画・運営など、積極的な活動を
行っています。

こむこむドリームサポーター07
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プラネタリウム

ドーム直径 15ｍ

座席数 方向傾斜型120席

五藤光学研究所製スーパーウラヌスバーチャリウムⅡ

9等星まで約13万個の星を投影

プラネタリウム08
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こむこむ館学習

• 学校等の団体利用

• 福島市内の小学４年生は学校の教育課程に位置付けて必修とし、市内施設の

社会科見学とあわせて実施している

こむこむ館学習09
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入館者数

H23.3 東日本大震災

H31～ 指定管理者制度導入
（公益財団法人福島市振興公社）

R2.1～R5.5 コロナ禍

H17.7.23開館

入館者数10
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３Ｆ 体験空間

４Ｆ 感動空間

２Ｆ 交流空間

１Ｆ 出会いの空間

インフォメーション
にぎわい広場
わいわいホール

チャレンジウォール
子どもライブラリー

交流コーナー
ボランティア・ビューロー

学習室

ITルーム
のびのび広場

さらさらさんどBOX
子どもキッチン
ふれあい和室
つくろうの部屋
なぜだろうの部屋
リハーサルスタジオ

プラネタリウム
常設展示室

企画展示室（デジこむ）
子ども天文台

フロアマップフロアマップ11
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１Ｆ 出会いの空間

こむこむに力士がやってくる！相撲体験会 こむこむジャズ・コンサート2024
福島KIDS AUTO SALON

～次世代に自動車に関する技術を伝えよう～

にぎわい広場 わいわいホール にぎわい広場
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２Ｆ 交流空間

野菜と果物を食べよう！
こむこむドリームサポーター企画

ちょびっとつくってあそぼ
こむこむ夢の屋根大作戦♪

～みんなの未来をつめこもう！～

学習室１・２ 交流コーナー 学習室１・２
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３Ｆ 体験空間

しめ縄作り 「さらさらさんどＢＯＸ」 エア遊具であそぼう！

にぎわい広場 子どもオープンスタジオ のびのび広場
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４Ｆ 感動空間

春の企画展
「館長！事件です！！科学捜査展

～みえない証拠編～」

「デジこむ」

企画展示室 常設展示室

企画展示室
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第２部

福島市のこどもを取り巻く状況
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福島市の人口の推移について

表１ 福島市のこどもの数の現状（「福島県の推計人口」より）

・福島市の人口に占めるこどもの人口割合は１１．０％

・福島市のこどもの数（15歳未満人口）は２９，４１６人（令和５年４月１日現在）

※こどもの数が3万人を下回ったのは令和4年6月。

01

こ ど も の 数３ 万 人 割 れ ！
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福島市の人口の推移について

表２ 年齢３区分別人口及び構成比の推移（各年10月1日現在）

01

こむこむ誕生
こむこむがオープン
したH17年度のこど

もの数は42,688人

Ｈ７からＨ１２の間
で、こどもと65歳以
上の人口の割合が逆
転した。
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市内のこども遊び場について02

屋内

屋内
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近年の夏の猛暑や犯罪に対する警戒等から、特に屋内遊び場へのニーズの高まりに対し、こどもたちが安全に遊べる場所、安心して
過ごせる場所が少ない現状。アンケートにおいても、こどもの遊び場の充実を求める声が多くなってきている。

小学校の普通教室以外の教室や体育館、校庭などを活用した「こどもベース（基地）構想」

「こむこむ館」をこどもの遊び場として全面的にリニューアル

こどもベース（基地）構想について03

２ こむこむ館リニューアルの方向性

こむこむ館内に全天候型の遊び場や喫茶コーナー等を設け、様々な出会いや交流、学び、遊びが体験できる

要素をちりばめた「こどもの城」へリニューアルする。

こどもの夢（学び） こども（親子）の居場所（遊び場・喫茶等） こどもの城

１ こどもベース（基地）学校活用

学校施設を活用したこどもの居場所・遊び場を徐々に拡大、地域全体でこどもたちを見守る仕組みをつくる。

令和７年度は、地域や各小学校の実情にあわせ、実施要件が整備された小学校からモデル実施。

こどもベース

地域ボランティア等による実施

未定

放課後こども教室
立子山小学校

放課後児童クラブ
第三小学校

Ｒ６こども計画アンケート（就学前児童の保護者対象）

Ｑ．子育てしやすいまちにするため、市が取り組むべき重要な項目は何か？

Ａ．「遊び場や居場所等の充実」が３５.５％

こ ど も た ち の 「 え が お 」 あ ふ れ る 、 こ ど も フ ァ ー ス ト の ま ち を 目 指 す 。

構想のねらい
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第３部

こむこむ館周辺の環境について
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こむこむ館の立地状況について01

福島駅東口から

徒歩５分

【交通機関】
（鉄道）
・ＪＲ東北・山形新幹線
・ＪＲ東北・奥羽本線
・阿武隈急行線
・福島交通飯坂線
（バス）
・ＪＲバス東北

・福島交通「市内循環ももりんバス」
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こむこむ館の周辺施設について02

①一番丁商店会
②中町商店会
③福島駅前通り商店会
④吾妻通協栄会
⑤福島市信夫通り振興会
⑥パセオ協同組合
⑦レンガ通り振興会
⑧並木通り商店会
⑨文化通り商店街
⑩県庁通り商店会

③

⑤

④ ⑥

⑨

⑧

⑦

⑩

出典：マピオン及び福島市「中心市街地活性化基本計画」より作成。

②①

（１）商店街 （２）大規模店舗、大学及び公共施設

①エスパル福島
②ピボット
③ＭＡＸふくしま
（福島市アクティブシニアセンター・アオウゼ）

④ＡＸＣ
⑤福島県立医科大学保健科学部
⑥福島学院大学 福島駅前キャンパス
⑦福島県庁

出典：マピオン及び福島市「中心市街地活性化基本計画」より作成。

④

①
②

③

⑤ ⑥

⑦

- 26 -



福島駅前交流・集客拠点施設について03

2029年 福島駅前が生まれ変わります
～ 福島駅東口再開発 ～

◆福島市では、福島駅東口地区再開発組合が進める東口再開発事業において、「にぎわい・文化・つながりが生まれ
る＝FUKUSHIMA EGG＝」をコンセプトに、中心市街地における交流・集客の核として、人を集め、人の流れをつくる
街なか再生の起爆剤として「福島駅前交流・集客拠点施設」の整備を進めています。

✓屋外空間との連続性を生かしたカフェ

✓福島の食やお酒を楽しめる体験型フードホール

✓コワーキングや商談などに活用できる

｢SHARE LOUNGE｣

✓駅前好立地へのオフィス新設

◆民間エリア

▲民間エリア3階出店予定「SHARE LOUNGE」イメージ
イメージ写真
「TSUTAYA BOOKSTORE MARUNOUCHI SHARE LOUNGE」

✓見本市や展示会、周年事業などを自由なレ

イアウトで開催できる最大1,500人収容

のフレキシブル・ホール

✓バンケット機能を備えた大会議室のほか、

大小さまざまな会議室

✓出会い・交わる、くつろぎ・語らう、はしゃ

ぎ・遊ぶ「まちなかリビング」

✓天候に左右されにくい「大屋根広場」と変

化に富んだ「屋上広場」

◆公共エリア

▲フレキシブル・ホールの利用イメージ

東口再開発エリア

◆「再開発エリア」と「こむこむ」
の位置関係◆住宅棟

◆駐車場棟

✓約500台駐車可能な立体

駐車場を新設（店舗併設）

✓地上13階建てのマンショ

ンを建設（100戸程度）
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